
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 
３月６日、更別中央中学校全学年道徳の時

間に「郷土を愛し、進んで郷土の発展に努め
る態度を育てる」ことを目標に、役場企画政
策課の今野さんが来校し講話をしてください
ました。    
今野さんは、更別村の現状と課題、今回採

択された「更別村ＳＵＰＥＲ ＶＩＬＬＡＧ
Ｅ(スーパービレッジ)構想」の事業概要、未来
に生きる生徒の皆さんにはどんな力を付けて
ほしいかなど熱い思いを伝えてくれました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

 

 
 
 
〇農業機械・医療のデジタル化など多数 

 
３ 感想等 

 〇更別村のデジタル化だけでなく、更別村の歴史な

ども一緒に学ぶことができてよかった。 

〇未来は自分たちにかかっていると聞いて一生懸

命勉強しようと思った。 

〇自分も更別のために何かできるか、更別村を支え

られる仕事に就きたいと考えることができた。 

〇更別村の現状について深く考えることができた。

最先端の技術の導入が不可欠だと思うが、費用と

の兼ね合いを考えると難しいと思う。住民に意見 

 

 

 

３月８日、更別中央中学校３年生の道徳で

更別診療所長であり、「さらべつほーぷ」の代

表でもある山田医師と「ほーぷ」メンバーが 

 

 

 

          

更別中央中学校２年生が３月８日に、子育

て応援課助産師の中谷さ

ん、保健師の藤平さんに来

校いただき「セクシャリテ

ィと思春期の性」について

学びました。 

授業では、性の多様性、

人権、プライベートゾーン 

の扱い方、思春期の身体や

精神の変化について教え

ていただきました。 

 

 
 
更別中央中３年生が３月１０日に、帯広厚

生病院アドバンス助産師の三守由記さんに来

校いただき「心とからだ」の性の部分につい

てご指導いただきました。 

命は限りなく尊いこと、相手の人格を尊重

すること、妊娠・性病などについての正しい

知識をもち、適切な

判断力、行動力をつ

けることなどを分

かりやすく教えて

くださいました。 

 

 

 大型モニターとタブレッ

トを使って遠隔で講話 

更別村は人口減少、高齢化が 
課題。地域の課題解決のために
デジタルの力で何とかしたいと
考えています。  
これからの時代は、問題解決

する力とチャレンジ精神が大事
です。「未来」は目指すもので
あり、皆さんが創るものです。 

 

【生徒アンケート一部から】 

１ 村のデジタル化の取り組

みについて知っていました

か？ 

 〇はい・・・６０％ 

 〇いいえ・・４０％ 

２ この村にとってどんなデ

ジタルが必要？ 

を仰いで、より良い意見を選出して実行すること 

が重要だと思う。 
 

 死ぬまでの物語に一つ

として同じものはなく、

一つ一つの「生」にも物 

語があります。   

 1 人 1 人がかけがえの

ない存在としてこの世に

生を受け、誰にも肩代わ

りすることのできない物

語（人生）を生きていま

す。終わりがあるからこ 

そ、自分の物語も他の人

の物語も大切にしてほし

いのです。 

Desu。 

「生と死」を題材

にして「生きるこ

とを考える」授業

をしてくださいま

した。 

 命が誕生する瞬間はい

つも感動的。喜び、安

堵、感謝で涙する。間違

いなく、みんな望まれ喜

ばれた大切な存在です。 

生まれてくれてありがとう！ 
幸せな未来を願っています。 


